











京都大学大学院教育学研究科には、学校臨床研究会 とい う研究会があ ります。 ここでは
カ ウンセラーや相談員 として学校や関連機関で活動する院生が中心 とな り、事例検討会や
研究を行 っています。事例検討会は 「お悩み相談」 とも呼ばれ、桑原知子先生 にもご参加
いただき、院生が現場で困難 を感 じる体験 を検討 しそれ を現場に還元す ることを重視 して
います。それは院生に とって、精神的な支 えや専門家 としての土台にもなっています。
「お悩み相談」で印象的だったことに、枠 を巡る問題があ ります。心理療法やカウンセ
リングを行 う相談室では、相談を申し込んだ人が決まった曜 日 ・時間帯に来談 して面接 を
受 けることが一般的です。それは、時間や場所 を一定にす ることで安定 した枠組みを作 る
ことが、クライエン トの話 を聞 く土台 として重要だか らです。一方学校現場では、複数の
子 どもが話を聞いてもらいたい、遊んでほ しい と言ってきた り、心理職 と教師の間に意見
の違 いが生 じるな どの外的要因が関係 し、この枠組みを設 定、固定す ることが難 しい面が
あ ります。このような中で、心理臨床家には限 られた時間内で時間枠を どのよ うに設定 し、
どの子 どもに優先的に関わるべきか とい う判断が常に求 められます。
心理職 にはこの点に関する悩みが多 く、特に現場で働 き始 めた頃の院生 は自分の選択や
判断に自信が持てず罪悪感 を抱いた り、教師に対 し遠慮が生 じやすい面がみ られます。そ
のよ うな中、ある 「お悩み相談」で、「枠 は決まっているわけではない。セ ラピス トがその
子 どもとの間で考えて決めるものだ。」と桑原先生が コメン トされま した。枠を相対化す る
見方 に、 自分な りに考えればいいのだとほっとすると同時に、専門家 としての見立ての重
要性 を再確認 させ られた記憶があ ります。枠 を設定するとい うことは、話 を聞 く時間に区
切 りをつけた り優先順位をつ けるとい う意味で、必然的に当人や他の子 どもを切ることで
もあ ります。一方 でその子 どもの主体性 を信 じることや、関係 のついている教師や教育 ・
医療機関に任せ ることが大事な場合もあ ります。現在 では、多様な要因のせめぎ合いの中
から生 じる判断に こそ、心理職 が学校現場 にい る意義があると感 じます。
昨今では、生徒の話をできるだけ聞いてあげよ うとして教師が疲弊 して しま うことが多
い よ うに見受けられます。私の勤務校では家庭的な基盤が弱い子 どもが多 く、担任や養護
教諭 に家庭的な役割が求め られることもあ ります。教師とい う立場上制限を設 けることは
難 しいですが、疲れてい る教師に、 しん どい と思いなが ら長時間話を聞 くよりも、 自分の
中で時間を決めてその間は集 中して話 を聞くと、かえって気持ちを切 り替 えて しっか り聞
くことができるとア ドバイスすると、ほっとした表情をされます。 ここでも、心理職が現
場で生 じた悩み を検討 し、現場に還元 してい くことの意義を感 じます。
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